「日印の懸け橋　木村龍寛」 by 我妻 和男 & 我妻 絅子 [訳]
　
木村龍寛は、日本の福井県武生市で、一八八二年に生まれた。氏は一八九三年同市の小学校での勉学を終えて、或る塾に入っ

































ト語を学ぶために、チッタゴンの或るサンスクリット学校に入学した。そこで三年サンスクリット語を学び、氏は一九一一年にカルカッタに行かれた。 滞在中、氏は日夜精一杯勉学された。こうして氏は仏教哲学、仏教戒律、サンスクリット語、パーリ語を深く研究さ そしてチッタゴンの仏教徒たちと氏は深く交われた。そこで氏は、ベンガル語はおろか チッタゴンの方言さえも自分の母国語のように喋ることができた。ベンガル人たちを氏は大変愛され、ベンガル人の生活を氏は心から受け入れ、いわば、ベンガル文化の中に氏はすっかりひたり込まれ 。木村龍寛は身体的、精神的に耐え難い困難に耐えることができた。木村龍寛の誕生から二十五年 中で、氏の父は繰り返し九回離婚した
―
このため木村氏の心は或る言い知れぬ、そし
てはかり知れない苦悩に 常に信じ難い程苛まれていた。氏は深い研究と修行に心を集中して、その苦悩を軽くするよう 努めた。そこ 、遠い日本から行った も拘らず、異国のチッタゴンで、氏はどうにか精神的苦痛を感じなかった。むしろ内面 深い喜びを味わった。日本から氏はチッタゴンの港に着いて 長い船 疲れをとるために 寸休息していると、チッタゴ の人々が、 「輝かしい東の方から今日一人の若いお客様が来 」と言 ながら に心からの歓迎の意 表　
チッタゴンに滞在中、一人のベンガル人が木村にベンガル語を教えた。そして木村はそのベンガル人に日本語を教えた。即ち
言葉を教える交流が行われた。氏の言語を学ぶ意欲が強かった。前述 ベンガル人と氏は、日夜ベンガル語の練習をし 氏は決して前述のベンガル人 離さなかった。そのベンガル人は後にカルカッタ大学 パーリ語学科長になられ、国際的で有名 仏教学者ノリナッコ
・ドット博士であった。一九六七～七一年、私がタゴール国際大学にいた時、カルカッタでドット博士と一、















杖を持って、朝一廻りしていた。氏のこの毎朝の一廻りの時道で氏を見たら、誰でも道を離れてよけなければならなかった。或る日、上記の支部のコミッショナーの が規則に則った日々 朝の巡回に出かけていた。木村龍寛も朝の巡回に出かけ、反対方向から同じ道を通ってやって来た。英国 コミッショナーの高慢な性向を木村は知らなかった。そこで道をよ ない罪で コミッショナーがとてつもなくかっとして、木村を杖で打ち始めた。コミッショナーのこの残酷な行いに、木村も著しくかっとして、すぐさまコミッショナー 手の杖を強く掴んで立った。回り 居た人々はこの光景を見て、当惑してじっと見つめていた。かっとした木村龍寛は、このあるまじき行いに対する不当な決定に対して、激しい言葉で抗議した。どう ようもない状況を見て、遂にコミッショナー 恥じ 、木村に許しを乞わざるを得なかった。そ 日木村は、日本人の伝統的衣裳 ある着物を着それで余計に氏は皆の目についたのであ た。その日チッタゴンの人々は、一つ 独立国 国民 御し難 勇気と気力 見て驚いていた。このニュース 後 チッタゴン 日刊紙を通して広く広 った。従 て木村龍寛はチッタゴン在住の全ベンガル人に、勇敢な尊敬を得た。ベンガル地方の当時の有名な人、カルカッタ高等裁判所の首席裁判官で、カルカッタ大学副学長アシュトシュ
・ムコッパッダエ氏は、独立国の国民木村龍寛氏の計り知れない勇気の物語を知ることができた。その少し前、ベンガル





































































































































ニケトンのブランモ学校に、一九〇二年岡倉天心が 生堀を最初の外国人学生として送り、この文化的関係が始まった。実際この後から、インドと日本 文化的関係が深くなっていった。特にベンガルの大地でインドの独立運動が始まった後からインドの独立獲得まで こ 長い時の中でインドに行ったすべ の日本人 数は数千人になるだろう。これらの人々の中でベンガル語を誰よりもよく書き 読み話すことが出来たのは木村龍寛である。多分このためにもタゴールが木村を大変愛し信頼していたのだ。その証拠が得られるのが、タゴール 日本訪問に関しての木村龍寛の役割である。　
二十世紀の初め頃詩人は日本に来たいという意志を表されていた。遂に は、一九一六年、一九一七年、一九二四年、
一九二九年に二回、即ち全部 五回日本に来られた。事実タゴール 、一九一五年に 訪問の計画と努力をされた。　「シライドホに行く前に詩人のさすらいの時、心が日本の方に一度傾いた。シライドホに着いてアンドルースに、七月十六日に書いた
―
「私は汽車の中であなたに、私の日本への提案されている訪問を知らせる手紙を書きました」タゴールは氏の特別の














ここで一つのことをはっきりさせて言う が必要です。貴殿を何 私共と一緒におくことができるかそ いつかを示す












































































の意外な光景を見て、歓迎会に出席していたすべての日本人は興奮した。少ししてタゴールは舞台の上に立って、先ず皆に深い感謝を述べて、直接ベンガル語で氏の講演を始められた。氏には、せわ さが全然なかった。講演の中には平和な思想と韻律の響きがあった。氏の美しい声が水の流れや歌のように聞こえていた。それを聞いて、出席していた聴衆は皆魅惑され しまった。特に総理大臣大隈卿と東京大学学長山川博士 人間的な情感で、二人の眼から涙が流れた。タゴールのベンガル語で述べられた講演は、その日日本語に通訳したのは木村龍寛であった。氏は長くインドで教鞭をとられたのである。通訳の役目で、木村の流暢さは称賛 値する。タゴールは言っておられた。 「太陽の昇る国にこ 度初めて私は来ることができた。神戸市 港 私は船から降りた。ここで西洋式と日本式の交ざ た家に気がついた。それがある とと、天候に日本の特質 欠如を心にとめた。それを見て思われたの 巨大な身体を持った大蛇が大口を開けて、すべ の人間を呑み込んでいる。同時に私には次のこ も思われた。即ち、日本が れ程物質文明 国で、この国に私は来な ばよかった。また汽車で東京 来る途中で静岡駅に汽車が止まった時、仏教信者の人々が最高に尊敬して、お線香、花環で私共に歓迎を表され 。それ 同時に私は 当の日本を感得し、理解することができた。私 東京 着いた時、私 は思われ
―
東京に住んでいる人々の習慣はすべて詩のようで、私は花の







していなければならない、そしてきちんと悟らなければならない。人間として生命のない力よりも精神的な力はずっと強力である。私は信じているのだが、日本固有の文明は今日東洋と西洋の文明の結合の方へ進んでいる。私はこの輝かしい東洋の国の日光が次第次第に西洋の国をも輝かせるように。その光を期待して私は、日夜手を組んで待って この とを聞いて、歓迎会に出席した聴衆 、何か一つ輝かし 光のサインを得て喜んだ。　
それから大隈公が講話の中で言われた。 「大詩人の声の中で、私達は特別素晴らしい天国のような環境を感じた。しかし氏の言















授として、木村龍寛がシャンティニケト に行って五、六日留まった。その時氏は日本の僧たちの伝統的衣を着ていた。そのことがすべての人々の視線を引きつけた。夕方催し物の時出席し すべての人々 面前に、カルカッタ大学の代表の教授木村龍寛が、タゴールの詩集「
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十三、 「インド人 性格 特性
　　
十五、 「インドの有史前の物 発掘とドラヴィダ族の文明」
　　
十七、 「インドと阿育王の成功」
　　
十八、 「インド人の特徴とそ 未来
　　
十九、 「阿育王の法」
　　
二十、 「インドの歴史」
　
二十一、 「小乗と大乗という術語の歴史的研究と大乗仏教の起源」
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日蓮学
　
第二号
　
二十二、 「インド仏教の原始的及び発展的教義」
　
二十三、 「仏教とは何ぞや」
付記　
ＮＨＫ国際局チーフ
・プロデューサー、東京外国語大学講師
　
渡辺一弘氏に分らない所を御教示頂きました。紙面をお借りし
て、心から御礼申し上げます。
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「日印の懸け橋
　
木村龍寛」 （我妻）
